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多角的な視点でのブランディングの構築
新潟県新潟市

2006

10

年

名

株式会社 U・STYLE

” デ ザ イ ン で 幸 せ を つ く る ” を 掲 げ
る デ ザ イ ン 会 社 。 デ ザ イ ン で 社 会 課
題 の 解 決 に 挑 む 。

この写真は「麹チーズケーキ」。プロ人材のアドバ
イスの結果です。新潟県上越市安塚の棚田で、無
農薬で育てた酒米を主原料に、干し柿のラム酒漬
け、ふきのグラッセ、栗の渋皮煮、イチジクのコ
ンポートなど自然の恵みを贅沢にトッピングし、
ひとつひとつ手作りで丁寧に焼き上げています。

当社は、二人の方に里山再生に関わってもらって
います。コロナ渦での新事業で進捗が滞っていま
したが「自社の主力事業の一つに育てたい」と、
外部人材の力を借りることにしました。対面会議
では、専門性に基づく意見やアドバイスをもらい、
自社商品の「麹チーズケーキ」のブラシュアップ
につなげることができました。「なぜこの事業をや
るのか」を自らに問いかけ、また、社会に伝える
ことの重要性に改めて気づかされています。

代表取締役

30 新潟県

当社は新潟市の鳥屋野潟 ( とやのがた ) という湖沼のほとりにあるデザイン会社です。デザインという手法で様々
な対象の課題解決や価値創出に取り組んでいます。そのような経営ビジョンの基で、2020 年に「里山ボタニカル」
というブランドをスタートさせました。地方が抱える様々な課題をクリアーし、このブランドを安定軌道に乗せ
るには、社内の人材ではその経験・知識不足は否めず、また社内人員を大幅にシフト出来ない状況にありました。
従って発信力を強化するためには、マーケティングの知見を持ったプロ人材の活用が急務でありました。

社会的な意義を背景とした自社ブランドの発信力強化

地域価値の創出には、ブランド戦略の立案、商品開発、マーケティング企画等、多角的視点でのアプローチが
必要です。そのような観点から人材募集を実施した結果、多数の応募があり、当初１名の予定ではありましたが、
２名を採用するに至りました。単なる売上至上主義ではなく、デザインによる地域再生の社会的意義について
共感できたことが決め手となりました。

自社ブランドの多角的な視点でのアプローチ

・事業の社会的意義を再確認したことにより目的をベースに里山再生を発信し、その後の新規営業先の理解や
    共感が得られた。

・顧客視点での商品分析した結果、課題の抽出と改善策を実施し、より独自性ある商品になった。
・独自性ある商品をアピールし、県外の店舗とも取引を開始し取引先は約 2 倍に増加。
・新たな商品開発や販路拡大を継続するなかで売上が 2 倍に拡大。
・海外との商談会にも出展し、雪深い新潟の里山の魅力を海外に発信することにも着手。

ブランド「里山ボタニカル」の再構築に大きく貢献

松浦 和美 氏

私の地元である上越市の素材を利用したチーズケーキのコンセ
プトに共感し、お手伝いできないかとお声がけさせてもらいま
した。地元の雇用確保などを視野に入れながらの事業展開は非
常にやりがいを感じます。

通信業界にて主にマーケティングに従事主な経歴：

松野 貴仁 氏
役職名： --- 年　齢： 45 歳
家族構成：---
出身地： 還流ルート：新潟県 転居なし
業務遂行手段： 遠隔業務と月数回の対面会議

外資系企業で働く中で日本のプロダクトやサービスに携わりた
く、また企業活動を通じ、環境・社会的な課題を解決するビジ
ネスに貢献したい思いがありました。里山ボタニカルはこれら
にあてはまり、これからの日本社会に対し、環境・社会的責任
という観点から大きく寄与すると考え応募しました。

アウトドアアパレルメーカーにて PR・広報を経てマー
ケティング部戦略の立案・実行に従事

主な経歴：

M・K 氏
役職名： --- 年　齢： 34 歳
家族構成：---
出身地： 還流ルート：神奈川県 転居なし
業務遂行手段： 遠隔業務と月数回の対面会議


